
貴社名 ご担当者様名 役職名

ブルックスの製品番号 ブルックスのシリアル番号

A カッパー(銅）プロセスに搭載されていましたか？
B 装置はどのプロセスに使われていましたか？
C 使用化学物質を全て以下の表内に記載下さい
D 修理品は、汚染除去して頂いていますか？
E 汚染除去に使用されたものを記載下さい(例 水、アセトン、アルコー

ル)
F 汚染除去の工程を明記下さい
G 汚染除去は外部に委託されましたか？ その場合は、汚染除去証

明を添付下さい

Ｈ上記内容の確認をされた方の署名を御願いいたします。(ご担当者
様でも結構です）

日本語可
不具合内容（出来るだけ詳細に）

Section I  お客様情報
ご担当者様の情報を、ご記入下さい。

Section II 製品情報
修理品の情報をご記入下さい。不具合内容に限り、日本語で結構ですので、詳
細にご記入頂けます様お願いします。
不具合状況について出来るだけ詳細にご記入下さい。（日本語可）

・不具合現象（通信出来ない、動作不良、エラー等）
・発生条件（特定ステーション、特定ウェハ、特定スロット等）
・頻度（毎回、10回に1度、10ロットに一度等）
・使用経年（前回修理からの使用期間）
・使用頻度（100ロット/Day等、概ねの使用環境）

*尚、別紙に記入済みの場合は、“別紙記載”と記入ください。

Section III 汚染状況
ロボット・エアーフローコントローラ： 汚染除去を行った後、返却して下さい。
クライオポンプ・真空計： 事前の汚染除去は必要ありませんが、汚染されている場合、
フランジカバーを付けシールをし、付着ガス・物質が漏れないよう密封し返却下さい。

有害物質開示フォームの記入方法、及び記入ご協力の願い

お客様から返却いただいた修理品を、各地域のブルックスオートメーション工場で、
作業員が安全に作業を進められるように、すべてのお客様に本フォームのご記入を
お願いしております。本フォームをご提出いただけないお客様の製品は作業を進め
ることが出来ません。大変お手数ですが、記入方法をご確認いただき、ご記入をお願
いいたします。 尚、記入は英語でお願いいたします。

修理品にチェック: クライオポンプ□ ロボット□ エアーフローコントローラ□ 真空計□ その他□

使用ガス

分類をチェック下さい（複数可）

その他の分類があれば
明記下い

N:無害なガス T：有害ガス E：爆発性ガス P：潜在的に有害なガス
B：生物学的有害物質 R: 放射性物質 CU: （銅）

承認者名サイン 役職

承認者名

電話番号 FAX番号 ご注文番号メイルアドレス

承認日

電話番号

メイルアドレス


